
低入札価格調査の実施概要
業 務 名：２８Ｆ管内図面作成（単価契約）

調査業社名：（株）横浜コンサルティングセンター 横浜市港北区新横浜２－３－１９

調査項目 内 容

１．その価格により入札した理由 ・効率的な作業が可能な項目について、利益を確保できる範囲

で削減を行い、また、同種・類似業務の実績が多くあり、業

務に精通した技術者を適切に配置できることから、適正かつ

効率的に業務を遂行することが出来ると判断した。

・年度初めであり手持ち業務は少なく、体制面でも十分な対応

が可能である。

・従業員の給料は確保しつつ、その他原価について消耗品、福

利厚生費等の経費のみの計上にとどめ、一般管理費及び付加

利益については、会社全体でまかない、当該業務には含まな

いこととする等、企業努力により入札価格を決定した。

２．当該契約の履行体制 問題なし

３．手持の建設コンサルタント業務 業 務 名：首都圏中央連絡自動車道 松尾横芝インターチェン

等の状況 ジ（完成形）施工計画検討

発注機関：東日本高速道路（株）関東支社木更津工事事務所

他

４．国及び地方公共団体等から過去 業 務 名：平成２７年度川崎国道事務所図面作成業務

において受注・履行した建設コ （単価契約）

ンサルタント業務等の名称及び 発注機関：川崎国道事務所

発注者

業 務 名：１８Ｊ公安図面作成（単価契約）

発注機関：相武国道事務所

他

５．経営内容 ・資本金：１０，０００千円

６．１から５までの事情聴取した結 ・業務内容の把握がされている。

果についての検討 ・業務の履行体制及び技術が整っている。

・人件費が確保されている。

・経営内容について問題がない。

以上の理由で本業務を行うにあたり、株式会社横浜コンサル

ティングセンターの入札価格により、契約の履行が適正にさ

れるものと判断できる、

７．４の建設コンサルタント業務等 問題なし

の成績状況

８．経営状況 非公表

９．信用状況 問題なし

１０．その他必要な事項


